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社会科の調査問題について、小学校第５学年から中学校第２学年まで、以下の

内容を掲載しています。「さいたま市小・中一貫教育」の観点からも、小・中学

校の内容を日々の学習指導に役立ててください。 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

大問ごとに、出題の意図や趣旨を示しています。特記すべき事項のあるものについて

は、ここに示しています。 

 

 

２ 調査問題一覧表 

設問ごとに、問題の種類、学習指導要領の領域等、評価の観点、設問のねらい、市

の平均正答率を示しています。 

 

 

３ 特徴的な問題と解説 

平成２７年度調査において、特徴的な問題を取り上げ、出題の趣旨、指導のポイント

を示しています。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】  

 

１ 

県
の
様
子 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において他の問題や前年度まで

の結果と比べて正答率が低く（昨年度正答率（１）44.6％（２）43.4％）課題とされ

た、地図帳を活用して解答する問題の類題である。今回は、実際に地図帳は使わないが、

日々の学習でどれだけ地図や地図帳に親しんでいるかどうかをみる形式で出題してい

る。 

２ 

県
の
様
子 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において、「複数の資料を関連付

けて読み取ること」が課題とされていることを受けて設定した問題（昨年度正答率

63.9％）である。文中の方位や地形、土地利用等について、一つひとつの地図資料か

ら必要な情報を正確に読み取る力とともに、二つの地図資料を関連付けて読み取る力を

みる問題を出題している。 

３ 

我
が
国
の
国
土 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において、地図帳を使って答え

る問題の正答率は平均で 63.5％であり、課題とされた「方位や位置の概念を理解する

こと」に関連した問題である。今回は、現行の学習指導要領に新設された「世界の主な

大陸と海洋」より、「世界地図を活用して、我が国の位置について大陸と海洋、方位を

使って正しく説明しているものを選択することができる」かどうかをみる形式で出題し

ている。 

４ 

我
が
国
の
国
土 

本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」において出題された「北

方領土の位置と名称及び北方領土がロシアに不法に占拠されていることを理解してい

る」かどうかをみる問題の類題である。（全国の平均正答率（１）67.9％（２）46.9％

（３）47.6％）なお、気温と降水量のグラフ（雨温図）は、小・中一貫教育の視点か

ら中学校でも類題を出題している。 

５ 

生
産
や
販
売 

 本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において、課題（昨年度正答率

（１）76.1％（２）89.2％）とされた「社会的事象の意味を考えること」を問う問題

である。なお、スーパーマーケットの見学時に、消費者の願いとスーパーマーケットで

働く人の工夫を結び付け、正しいものを選択することができるかどうかをみる問題を、

平成２５年度より選択肢等を変えながら出題し、経年比較できるよう出題している。 

６ 

農 
 

業 
 本問題は、小・中一貫教育の視点から、「さいたま市小・中一貫教育カリキュラム」

において、「円滑な接続のための指導のポイント『統計資料の活用の仕方』」に挙げられ

ている「資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえること」に関連した問題であ

る。今回は、都道府県別の米の生産量の分布図から必要な情報を読み取り、米の生産量

についての正しい説明を選択することができるかどうかをみる問題を出題している。 

７ 

水 

産 

業 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」及び「平成２４年度小学校学習

指導要領実施状況調査」において、「資料から必要な情報を的確に読み取ることや、読

み取ったことを関連付けて考えること」が継続した課題とされており、これに関連した

問題である。今回は、日本の漁業の変化について複数の資料から必要な情報を読み取っ

たり、水産物の価格の決め方について２つの資料を関連付けて考えたりすることができ

るかどうかをみる問題を出題している。 

８ 

工
業
生
産 

本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」において「資料から読 

み取った情報を比較したり、相互に関連付けたり、総合したりして社会的事象の働きや

役割などを考え表現すること」が課題とされており、これに関連した問題である。今回

は、自動車の生産において、人とロボットが分業する理由や決まった時間に部品が届く

仕組みの利点を問い、自動車づくりが効率よく進められていることを考えられるかどう

かをみる問題を出題している。 

ⅰ 小学校第５学年 
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市 市

基
礎
問
題

活
用
問
題

社
会
的
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

観
察
・
資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 92.1 0.6

1(2) ○ ○ ○ 35.8 0.7

2(1) ○ ○ 88.8 0.8

2(2) ○ ○ ○ 76.0 0.8

3(1) ○ ○ ○ 82.8 0.8

3(2) ○ ○ 58.8 3.2

4(1) ○ ○ ○ 57.3 5.6

4(2) ○ ○ 51.2 16.0

4(3) ○ ○ 49.0 12.9

4(4) ○ ○ ○ 43.3 3.1

5(1) ○ ○ 84.3 0.8

5(2) ○ ○ 90.7 0.8

6(1) ○ ○ 87.4 0.9

6(2) ○ ○ 36.8 24.6

7(1) ○ ○ 74.6 2.5

7(2) ○ ○ 51.2 12.6

7(3) ○ ○ ○ 64.5 7.7

8(1) ○ ○ ○ 61.1 1.4

8(2) ○ ○ 43.3 2.2

8(3) ○ ○ 46.0 2.5

使用する目的にふさわしい地図を選ぶことができる。

問題

索引を利用し、地名を探す方法を理解している。

評価の観点

地図を活用し、埼玉県の地理的な位置やまわりの様子な
どを読み取ることができる。

複数の資料を読み取り、日本の漁業の変化について、正
しく述べているものを選ぶことができる。

北方領土の名称を理解している。

自動車工場の絵カードを作業順に正しく並べることがで
きる。

ロボットに溶接の作業をさせる理由を考え、適切でない
ものを選ぶことができる。

二つの資料から、さんまの水あげ量と値段の決まり方と
の関係を考え、文で表現することができる。

グラフと説明文から、育てる漁業（又は栽培漁業、養
殖）という用語を理解している。

設問番号 設問のねらい

組み立ての際、様々な部品が関連工場で作られている理
由を考えることができる。

二つの地図を関連付けて考え、埼玉県の様子を読み取る
ことができる。

世界地図を活用して、我が国の位置について大陸と海洋、方位
を使って正しく説明しているものを選ぶことができる。

赤道について理解している。

資料から、品種改良という用語を理解し、記述すること
ができる。

北方領土が、ロシアに不法に占拠されていることを理解
している。

日本海側の気候の特徴を示す雨温図を理解している。

お客さんの願いに対応するスーパーの工夫を調べる時
に、ふさわしい売り場と事柄を結び付けることができ
る。

お客さんの願いとそれに対するスーパーの工夫を結び付
けることができる。

都道府県別の米の生産量の分布図を正しく読み取ること
ができる。

北方領土の位置を理解している。

２　調査問題一覧表【設問別】
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問題 ７（１） 日本の漁業の変化について、正しいものを一つ選んで、その番号を書きましょう。 

    （３） 水あげ後のせりで、さんまにつけられた値段に違いがありました。そのわけを、 

「水あげ量」という言葉を使って説明しましょう。 

 

３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、複数の資料から必要な情報を的確に読み取る力や、読み取ったことを関連付けて考える

力をみるために出題した。 

 これらの力は、これまでのさいたま市学習状況調査から継続してみられる課題である。また、小・

中一貫カリキュラムにおける「円滑な接続のためのポイントの系統表」に「統計資料の活用の仕方」

が示されており、授業においても問題解決的な学習を展開する上で大切な力であるため出題した。 

 

指導のポイント 

１ グラフの読み取り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

  例えば、資料３の折れ線グラフについては、①～⑤のような手順で指導をしていき、数や量の変

化に着目させる。授業では、そこから特徴を読み取ったり、なぜ変化しているのかを予想したりす

る活動が考えられる。他にも、棒グラフでは数や量を比べること、帯グラフでは割合や割合の変化

をみること、円グラフでは割合をみることなど、それぞれのグラフの読み取り方を指導する必要が

ある。 

２ ２つの統計資料を関連付けて考える 

  

 

 

  ２つの資料を関連付けて考えるために、まずそれぞれの資料の変化の特徴を読み取り、その上で、

２つの資料の関連について考えることが大切である。この場合は「水あげ量が増えたため、価格が

下がっていること」を考えられるようにしたいので、「だから」「そのため」などの接続語を使って

関連を表現するよう指導するとよい。また、その理由がつかみにくい場合は、需要と供給のバラン

スについて、身近で具体的な例を出して説明するとよい。 

小学校第５学年 水産業 

○折れ線グラフ 

 …数や量の変化 

① 表題の確認 

② 縦軸、横軸の確認 

③ 各折れ線が表している

ものの読み取り 

④ 全体の変化の読み取り 

⑤ 変化の大小の着目 

※傾きが急＝変化大 

７月と比べて９月

は約50倍も水あげ

量が多いよ。 

○児童の思考の流れ 

・沖合漁業について

は、資料３を使え

ば分かるよ。 

・1970年～1985

年頃までは生産量

が増えているが、

その後は減ってい

るね。 

７月は2000円な

のに、９月は50円

で40分の１だよ。 

6



 

 

問題 ８（２）溶接の絵カードには，わかったことが次のように書かれています。 

・車体の部品をつなぎ合わせて車のほね組みをつくります。 

・作業は、人ではなくロボットが行います。 

・なぜかというと、あああ               です。 

空らんに当てはまるものとして適切でないものを下の１～４の中から選んで，その番号を書き

ましょう。  １ 仕上がりにばらつきがないから  ２ 環境にやさしいから 

３ 火花が散って危険だから      ４ 作業スピードが速いから 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」（国立教育政策研究所）で課題とされ

た「資料から読み取った情報を比較したり、相互に関連付けたり、総合したりして社会的事象の働き

や役割などを考え表現すること」に関連した問題である。今回は、自動車の生産において、人とロボ

ットが分業する理由や決まった時間に部品が届く仕組みの利点を問い、自動車が効率よく生産されて

いることを考えられているかをみる問題を出題した。 

 

指導のポイント 

本小単元では、組み立て工場の見学を実施する学校が多い。社会科見学を有効に活用するためには、

事前や事後の学習活動の工夫や充実を一層図ることが大切である。 

１ 見学前の疑問点の洗い出しや予想する活動の充実 

自動車会社のＷｅｂページなども活

用し、具体的な生産をイメージして疑問

を出したり、予想をしたりする時間をも

つ。その際、自動車づくりの工程や働く

人々の思いや願い、工夫や努力などにつ

いて、予想をさせることで、視点を明確

にして見学に臨ませたい。 

２ 見学後に得た情報を比べたり、つなげたり、まとめたりする活動の工夫 

見学した後には、分かったことや気付い

たことを絵カードや短冊にまとめ、仲間分

けする活動をすると、工夫とその目的を結

び付けてとらえることができる。自動車工

場であれば、「早くつくる工夫」や「間違え

ずにつくる工夫」、「安全に作業する工夫」

などに分類することができると考えられる。 

・ロボットは、どのような作業

をしているのか。 
⇒ 

○予重いものを付けたり、危険な

作業をしていると思う。 

・働いている人たちは、どのよ

うなことに気を付けているの

だろう。 

⇒ 

○予部品の付けわすれや付けまち

がいがないか気を付けて作業

していると思う。 

富士重工「ファクトリーストーリー」 
http://www.fhi.co.jp/kids/factory/ 

三菱自動車「こども車ミュージアム」 

http://www.mitsubishi-motors.com/jp/social/contribution/k
ids/vfactory/                                       など 

小学校第５学年 工業生産 

ロボットが 

作業している。 

ラインにそって

つくっている。 

部品をセット

でつける。 

溶接では、たくさ

んのロボット 

早く 

安全に 

溶接は火花がす
ごい。 
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１ 調査問題【出題の趣旨】 

 

１ 

身
近
な
地
域
や
市 

 本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において正答率が（１）57.8％、

（２）47.5％、（３）昨年度該当なし（４）47.5％で課題とされた「身に付けた知識

を地図上の情報と関連付けて活用すること」を受けて設定した問題である。方位と地図

記号を基に地図を読み取ったり、道順を説明したりすることができるかをみる内容で、

経年比較するために前年度と類似の問題を出題している。 

２ 

我
が
国
の
国
土 

本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」において出題された、「我

が国の領土の西端を理解している」及び「我が国の領土の南端、東端の島が東京都に属

することを理解している」かどうかをみる問題と類似の問題である。（全国の平均正答

率（１）47.9％（２）50.5％）今回は、我が国の領土の東端と西端を問う内容に変え

て出題している。 

３ 

事
故
の
防
止 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において、事故が発生した際に

関係諸機関が連携し、速やかに事態に対処する体制をとっていることを理解しているか

どうかを問う問題と類似の問題である。（昨年度正答率60.4％）今回も小学校４年生ま

でに学習した、消防署と警察署の仕事の特色や交通事故が起きた際の連絡体制につい

て、正しいものを選択することができるかどうかをみる問題を出題している。 

４ 

廃
棄
物
の
処
理 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」において正答率67.6%で課題と

された「資料から読み取った情報を、比較・関連付け・総合して考えること」を受けて

設定した問題である。今回は、ごみの量の変化と、人口の変化を比較しながら考えられ

ているかどうかをみる問題を出題している。 

５ 

地
域
の
人
々
の
生
活 

本問題は、平成２４年度から経年比較をするために毎年出題しているもので、地図と 

略年表を関連付けて、井沢弥惣兵衛の業績について正しく読み取ることができるかどう

かをみる問題である。なお、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」における正答率

は、60.1％で、「必要な情報を資料から正確に読み取る力」が課題とされた。 

６ 

大
仏
造
営
の
様
子 

本問題は「平成２６・２７年度さいたま市学習状況調査」の中学校社会において出題

された、聖武天皇が大仏を建立した理由を時代背景とともに説明しているかどうかをみ

る問題（昨年度中学校正答率51.5％）と類似の、「聖武天皇の業績の理解」及び「資料

から天皇中心の国づくりについて考え表現すること」ができるかどうかをみる問題であ

る。また、さいたま市小・中一貫教育カリキュラム「円滑な接続のための指導のポイン

ト『写真・絵画の活用の仕方』」を考慮して指導してもらうために出題している。 

７ 
元
と
の
戦
い 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」の中学校社会において出題され

た、資料から元寇の様子について読み取ることができるかどうかをみる問題（正答率

70.9％）と類似の問題である。さいたま市小・中一貫教育の視点から、中学校では、

時代を大観するための資料の一部として絵図を取り上げるのに対して、小学校では絵図

を正確に読み取る活動を中心にして課題意識をもたせるために本問題を出題している。 

８ 

室
町
文
化 

本問題は「平成２６年度さいたま市学習状況調査」の中学校社会において出題された

足利義満についての知識を身に付けているかどうかをみる問題（昨年度中学校正答率

34.7％）と類似の、室町時代に活躍した人物についての業績などを理解しているかを

みる問題である。加えて、学習指導要領社会科改訂の要点（２）の③「我が国の伝統や

文化についての理解を深め、尊重する態度を育てることを一層重視する」ことを受けて

出題している。 

９ 

明
治
維
新 

本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」において課題とされた、

「明治期以降の歴史上の人物と業績」の一部（同時期に活躍した人物の理解）に関連し

た問題である。（全国の平均正答率おおむね60％未満）今回は、明治維新の頃に活躍し

た人物（西郷隆盛、福沢諭吉）の業績について、正しく理解できているかどうかをみる

問題を出題している。 

 
 

 

大
日
本
帝
国
憲
法
の 

 
 

 

発
布
／
科
学
の
発
展 

本問題は、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」において課題とされた、

「明治期以降の歴史上の人物と業績」の一部（同時期に活躍した人物の理解）に関連し

た問題である。（全国の平均正答率おおむね60％未満）今回は、明治維新の頃に活躍し

た人物（西郷隆盛、福沢諭吉）の業績について、正しく理解できているかどうかをみる

問題を出題している。 
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市 市

基
礎
問
題

活
用
問
題

社
会
的
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

観
察
・
資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 54.6 4.4

1(2) ○ ○ ○ 40.7 1.0

1(3) ○ ○ ○ ○ 77.5 1.2

1(4) ○ ○ ○ 48.8 3.8

2(1) ○ ○ 41.2 0.5

2(2) ○ ○ 50.6 0.7

3(1) ○ ○ ○ 81.5 0.3

3(2) ○ ○ 83.9 0.3

4(1) ○ ○ ○ 84.4 0.3

4(2) ○ ○ ○ 46.9 0.5

5(1) ○ ○ ○ 63.4 0.8

6(1) ○ ○ 61.4 0.4

6(2) ○ ○ ○ ○ 74.9 3.4

7(1) ○ ○ ○ 80.5 0.3

8(1) ○ ○ 65.1 0.8

8(2) ○ ○ 59.3 15.3

9(1)ア ○ ○ 67.7 1.0

9(1)イ ○ ○ 89.3 1.0

10(1) ○ ○ 43.6 14.7

10(2) ○ ○ 88.3 1.3

室町文化に活躍した人物（雪舟）を理解して
いる。

明治維新の頃に活躍した人物（西郷隆盛）を
理解している。

明治維新の頃に活躍した人物（福沢諭吉）を
理解している。

我が国の領土の西端を理解している。

明治中・後期から大正期に活躍した人物（伊
藤博文）を理解している。

明治中・後期から大正期に活躍した人物（野
口英世）を理解している。

我が国の領土の東端と西端の島が、それぞれ
東京都と沖縄県に属していることを理解して
いる。

元軍との戦いの絵図の資料から、読み取れな
いものを選ぶことができる。

二つのグラフから、ごみの量と人口の変化を
関連付けて、相関関係を読み取ることができ
る。

資料から、ごみがどのように処理されるかを
読み取ることができる。

地図と略年表を関連付けて、井沢弥惣兵衛の
業績について正しく読み取ることがことがで
きる。

聖武天皇が大仏をつくった寺の名称を理解し
ている。

大仏づくりに使われた金属の産出地の資料から、天
皇中心の国づくりについて考え、言葉を入れて文を完
成させることができる。

消防署と警察署の仕事に共通することを考
え、選ぶことができる。

２　調査問題一覧表【設問別】

足利義満の業績を理解している。

発見カードと地図記号を読み取り、正しい組
み合わせを選ぶことができる。

方位と地図記号を基に、地図を読み取ること
ができる。

図から、交通事故が起きたときの連絡の仕組
みを読み取ることができる。

設問番号 設問のねらい

問題

地図記号を理解し、方位を表すことができ
る。

評価の観点

「方位」と「目印になる建物や道路」を使っ
て、道順を文で表現することができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

問題 ７（１） 日本の武士と元軍の戦い方について，資料１から読み取れることとしてまちが

っているものはどれですか。下の１～４の中から一つ選んで，その番号を書きま

しょう。 

出題の趣旨 

本問題は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」の中学校社会において出題された、「資料

から、元寇の様子について読み取ることができる」かどうかをみる問題（正答率７０．９％）と

類似の問題である。小・中学校の指導のポイントの共通点として、絵図や写真などの資料を具体

的に調べ、学習活動のねらいに迫っていくことが挙げられる。さいたま市小・中一貫教育の視点

から学習活動、学習内容の関連を図るため、本問題を出題した。 

 

指導のポイント 

１ 絵図の正確な読み取り 

絵図の読み取りの指導を行うことで、ねらいに迫っていくことができるようにする。 

（１）比較する視点を明確にして、違いに注目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）比較したことを表にまとめさせる。 

読み取ったことを視点別にまとめさ 

せることで、違いがはっきり分かる 

ようになる。 

２ 資料の効果的な提示 

  資料提示を工夫することで、絵図の読み取りをより深めることが可能となる。目的に応じて提示

方法を使い分けるとよい。 

（１）絵図の拡大コピー→戦い方の違いが表れている部分を確認し、 

            学級全体で共有を図りやすい。 

（２）実物投影機などのＩＣＴ機器の利用→確認させたい部分に 

注目させやすい。 

武器 

戦法 

小学校第６学年 武士の政治 

ただし、ＩＣＴ機器

で提示した資料は、

板書に残らないの

で、注意が必要！ 

兵士 

服装 

違い 元軍 日本の武士 

武器 短い矢、やり、火薬 長い矢、刀 

兵士 集団 馬に乗った武士 

服装 布などでできた軽い服 重いよろい、かぶと 

戦法 火薬を使った集団戦法 一騎打ち 
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問題 ８（２） 

 

 

 

 

 

  上のキャッチフレーズの     に当てはまる人物の名前を書きましょう。 

 

 

 

【特徴的な問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、キャッチフレーズから「室町文化に活躍した人物を理解している」かどうかをみる

ために出題した。これは、「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラムの資料「『写真・絵図』指

導事例３ 室町時代～室町文化」にもあるように、小学校における指導では、学んだことを基に、

キャッチフレーズや短歌などの短い文にまとめる、あるいは、関係図などに表す学習活動を単元

のまとめで取り入れたり、事象についての思いや考えをもつための体験学習を取り入れたりする

ことが大切になるからである。さらに、伝統文化の視点からも大切にしたい学習内容であること

から出題した。 

指導のポイント 

１ 事象について、思いや考えをもたせるための体験活動の設定 

室町文化の特色を自分なりに表現させ 

るためには、児童に室町文化の具体的な 

イメージをもたせることが必要になる。 

茶道体験を通し、「落ち着いた雰囲気を 

感じた。」などの感想を述べている児童 

が多かった。 

さらに、実際にすみ絵の体験もさせる 

と、室町文化の特色「わび・さび」に触 

れることができる。 

２ 人物や文化について、自分の言葉でまとめ表現する学習活動の充実 

人物のエピソードを調べたり、茶の湯、生け花やすみ絵 

などの体験をしたりして、感じたことなどを自分の言葉で 

表現させる方法として、短歌やキャッチフレーズなどの短 

い文章にまとめることも一つの手段である。 

その際に、今までの学習を振り返らせ、自分の思いや考 

えを整理し、その中で特に大事だと思うことを挙げさせ、 

文章に表現することである。キャッチフレーズづくりだけ 

をするのではなく、併せて根拠を明確にさせることも大切 

である。 

 

 

お
茶
を
飲
み 

心
が
な
ご
む 

習
慣
は 

室
町
か
ら
の 

変
わ
ら
ぬ
文
化 

 

【茶道を体験する児童】 

 

【室町文化の短歌例】 

大自然の奥深さを 

白黒で表現した雪舟 

【雪舟のキャッチフレーズ例】 

（ア） 

【児童の描いた水墨画】 

小学校第６学年 室町文化 

 

 

白
黒
で 

大
自
然
の 

す
ば
ら
し
さ
を 

表
現
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の 
 

す
み
絵 

   

 

 

(ア) 

落ち着いた感じが 
する。 
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【特徴的な問題】 

問題 ９ 次の年表を見て、あとの問題に答えましょう。 

 

出題の趣旨 

明治期以降に入ると、学習する人物や業績が多くなるためか、同時期に活躍した人物や業績を取り

違えていることがある。「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」（国立教育政策研究所）

でも、「明治期以降の歴史上の人物と業績」の一部（同時期に活躍した人物の理解）が、課題と

して指摘されている。そこで、本設問は、歴史上の主な出来事や人物の業績、代表的な文化遺産につ

いて、まとめられている年表を活用し、主な歴史上の出来事や人物の業績を理解できているかをみる

ために出題した。 

指導のポイント  

年表の読み取りと活用 

年表とは、歴史上の主な事象が時間の流れに沿って位置付けられたものである。そのため、年表の

見方や読み取れる情報などを理解させ、年表を一つの資料として活用できる力を身に付けさせたい。

中学校の歴史学習でも年表を活用する場面が想定されるため、小学校から年表を活用して、時代の大

まかな様子も把握できるように指導したい。ただし、歴史的事象や人物の暗記のような形で終わらせ

ず、社会的事象間のつながりなどを考えさせるように配慮することが必要である。 

＜年表の例＞ 

西 暦 
主 な で き ご と 

１８５３ 

 

１８６８ 

 

 

 

１８７１ 

 

１８７２ 

 

１８７４ 

 

 

１８８９ 

 

１８９０ 

ペリーが浦賀に来航し，幕府に開国をせまる 

 

勝海舟と西郷隆盛の話し合いにより江戸城の明け

わたしが行われる 

五箇条の御誓文が発布される 

 

藩がはい止され，県が置かれる 

 

福沢諭吉の『学問のすゝめ』が出版される 

 

板垣退助らが国会を開き，政治を進めるべきだと主

張する 

 

大日本帝国憲法が発布される 

 

第一回帝国議会が開かれる 

年表を活用できる場面として、単元全体や毎時の授業の見通しをもたせること、学習中に時代の流

れを確認させること、学習後に年表にまとめさせることなどが考えられる。 

小学校第６学年 明治維新 

主な人物の業績を読

み取ることができる 

事実と事実の順序を読

み取ることができる 

年代を比較

すると、時間

的な変化を読

み取ることが

できる 
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【特徴的な問題】 

問題 １０ しょうたさんは、日本が近代的な国家のしくみを整え、国力をじゅう実させていたころ

に活やくした人物の業績について、カードにまとめました。 

 

出題の趣旨 

本問題は、明治期以降の歴史上の人物と業績についての理解をみるための問題であり、調べた人物

をカードにまとめていく活動の中で、調べた人物と、その業績や当時の考えを関連させて考えること

ができているかをみる問題でもある。時代の大観をとらえさえる中学校での歴史学習に対し、小学校

では、それぞれの人物の働きに視点を当てて調べ、興味・関心を高めるような活動が取り入れられる。

その指導のポイントの違いからも出題した。 

なお、「平成２４年度小学校学習指導要領実施状況調査」（国立教育政策研究所）においては、伊

藤博文の業績についての全国の正答率が５４．７％であり、人物の業績に課題がみられた。 

指導のポイント  

調べた人物のまとめ方 

本問題のカードには、人物名や業績 

だけでなく、吹き出しを入れて、当時 

の人々の立場になって記述する枠も設 

けている。このような枠を設定するこ 

とで、当時の日本の様子を想起しなが 

ら、その人物の考えや思いに迫ること 

ができる。また、人物カードを評価す 

る際に、評価の観点を明確にするため 

にも活用できる。 

同じような活動として、人物カード 

をまとめて事典にしたり、それぞれの 

人物にふさわしいキャッチコピーや川 

柳などを考えたりする活動も考えられ 

るので、児童の実態を踏まえながら、 

取り入れられるとよい。 

小学校第６学年 大日本国憲法の発布／科学の発展 

＜人物カードの例＞ 

 

 

 

 
ア伊藤 博文 

人物の働きや業績などを書かせる 

→資料活用の技能や 

知識・理解の評価に活用 

人物の考えやその時代の様子な

ど理由となることを書かせる 

→思考・判断・表現の評価として

活用 
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ⅲ 中学校第１学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

１ 

小
学
校
の
復
習 

本問題は、児童生徒の「確かな学力」の向上を図るため、社会科の学習における小・中学

校７年間を見通した学習指導を推進するに当たり作成した「さいたま市小・中一貫教育」カ

リキュラムの内容を受けて設定した問題である。 

今回は、過去のさいたま市学習状況調査で課題とされた「資料から必要な情報を的確に読

み取る力」、「読み取ったことを関連付けて考える力」、「時代の特徴をおさえる力」について、

地理的分野では、都道府県名や北方領土等の基礎的な知識を問う問題、方位と地図記号を関

連付けて地図を読み取る問題、二つの地図を組み合わせて考える問題、グラフの変化を的確

に読み取る問題を出題している。また、歴史的分野では、ある時代の人物とその業績につい

て問う問題、資料から読み取ったこととその時代の政策を踏まえて、自分の言葉で表現する

問題を出題している。公民的分野では、日本国憲法の基本的な原則について出題している。 

２ 

世
界
の
地
域
構
成 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「目的に応じた地図を活用する力が

不足している」という継続してみられる課題を受けて設定した問題である。この単元は、中

学校の地理的分野の学習の導入部分でもあるため、「小学校と中学校の学習内容の円滑な接

続」も踏まえて、「世界の地域構成を大観させるために必要な知識・技能」、「目的に応じた

様々な地図を読み取る力」をみる問題として出題している。 

今回は、異なる図法で表された４枚の地図を提示し、小学校での既習事項と関連する大陸

や海洋の分布を問う問題、緯度と経度の表し方を問う問題、様々な地図の特色を問う問題等、

世界地理を認識するために欠かせない世界地図の活用に必要な知識・技能が身に付いている

かどうかについて出題している。 

３ 

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「知識と資料を読み取った結果を結

び付けて考察する力」や「地図を活用する力」が継続してみられる課題であるということを

受けて設定した問題である。この単元では、世界各地の人々の生活の様子を、衣食住や宗教

とのかかわりを中心に、自然及び社会的条件を関連付けて理解しているかをみる問題として

出題している。 

今回は、冷帯の気候帯と気温と降水量のグラフを関連付けた問題、特色のある自然環境と

その地域でみられる住居のイラストから読み取ることのできる生活の工夫を問う問題、世界

的に広がる宗教の分布について、分布図を用いて問う問題等について出題している。なお、

世界の主な国々の名称と位置、地域区分については、適宜取り上げ、知識の定着を図るよう、

指導を工夫することが必要とされており、今回は ３（５）において出題している。 

４ 

歴
史
の
と
ら
え
方 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、歴史学習の基礎となる「年代の表し

方や時代区分」についての理解が課題であることを受けて設定した問題である。この単元で

は、中学校の歴史的分野の導入として行われる「年代の表し方や時代区分」についての基本

的な事項が理解され、その後も、年表を用いた継続的・計画的な指導が進められているかど

うかをみる問題として出題している。 

今回は、時代を大観し表現する活動として多く扱われている年表を基に、小学校での既習

内容である歴史上の有名な資料や地図を活用し、時代区分の視点や時代の名称、西暦や世紀

の関係についての基本的な知識・理解を問う問題を出題している。また、年代の表し方につ

いては、紀元前と世紀を組み合わせた選択肢を年代の古い順に並べ替えるといった、社会的

な思考力・判断力・表現力を問う問題についても出題している。 
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市 市

基
礎
問
題

活
用
問
題

社
会
的
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ ○ 69.0 0.5

1(2) ○ ○ 49.2 8.2

1(3) ○ ○ ○ 44.0 1.1

1(4) ○ ○ 61.2 2.8

1(5) ○ ○ 73.4 1.3

1(6) ○ ○ ○ ○ 56.2 16.3

1(7) ○ ○ 36.7 2.3

1(8) ○ ○ 31.9 32.0

2(1) ○ ○ ○ 56.3 3.1

2(2) ○ ○ ○ 55.7 1.0

2(3) ○ ○ ○ 68.9 1.2

2(4) ○ ○ ○ 58.7 4.1

2(5) ○ ○ 48.3 1.2

2(6) ○ ○ ○ ○ 44.5 1.6

3(1) ○ ○ ○ 55.9 1.5

3(2) ○ ○ 47.0 1.5

3(3)X ○ ○ ○ ○ 45.2 10.8

3(3)Y ○ ○ ○ ○ 63.3 13.3

3(4) ○ ○ ○ 67.9 2.5

3(5) ○ ○ ○ 78.0 2.6

4(1) ○ ○ 38.9 2.4

4(2) ○ ○ 81.2 7.5

4(3) ○ ○ 68.5 14.4

4(4) ○ ○ 49.4 4.7

4(5) ○ ○ ○ 51.0 3.0

冷帯の気候の特色を理解し、その都市を示す雨温図
を正しく選択することができる。

都道府県の名称（高知県）と位置を理解している。

二つの資料を関連付けて、埼玉県の様子を読み取
り、正しく述べているものを選択することができ
る。

日本国憲法の基本的な原則を理解している。

設問番号 設問のねらい

問題

方位と地図記号を基に、地図を読み取ることができ
る。

評価の観点

北方領土について、名称やロシア連邦に不法に占拠
されていることを理解している。

 ２　調査問題一覧表【設問別】

西暦と世紀の関係や、年号（元号）について理解し
ている。

西暦や世紀を、年代の古い順に並べ替えることがで
きる。

南アメリカ大陸にある山脈の名称を理解している。

雨温図を読み取り、熱帯の気候の特色について説明
することができる。

イラストを見て、熱帯の地域で見られる住居の特徴
を説明することができる。

世界の宗教の分布を理解している。

世界の主な国々の名称と位置や、地域区分を理解し
ている。

年表における時代区分の視点を理解している。

資料を見て、関連する時代の名称を理解している。

地図を見て、関連する時代の名称を理解している。

複数の資料を基に、江戸幕府がキリスト教を禁止し
ていたことを説明することができる。

地図上のある地点を表す緯度と経度について、正し
く選択することができる。

地図上の０度の緯線について、名称と位置を理解し
ている。

正距方位図法の見方、世界の大陸の名称と位置を理
解している。

正距方位図法の見方や、八方位を理解している。

太平洋の名称と位置を理解している。

モルワイデ図法の特徴を理解している。

江戸時代末期から明治期に活躍した人物と、その業
績を理解している。

資料を読み取り、日本の漁業の変化について、正し
く述べているものを選択することができる。
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、小学校の復習として、方位と地図記号を基に地図を読み取る問題であり、資料から必要

な情報を読み取り、その内容を関連付けて考える力をみるために出題した。 

 これらの力は、これまでのさいたま市学習状況調査において、方位と地図記号を関連付けて読み取

ることが継続してみられる課題であり、今回は、調査対象である中学１年生が小学校５年生の時に実

施した「平成２５年度さいたま市学習状況調査」での出題内容を参考に、経年比較の問題として作成

した。なお、平成２５年度における平均正答率は６２．２％であった。 

また、中学校第２学年で学習する「身近な地域の調査」において、「さいたま市小・中一貫教育」

カリキュラムでの「小・中一貫の視点」が、「小学校第３学年及び第４学年の内容で身に付けた知識、

技能を想起させ、一層の地理的スキル向上を図らせる」と示されており、今後の問題解決的な学習を

展開する上でも大切な力であるため出題した。 

 

指導のポイント 

１ 「方位」について繰り返し指導し、「方位と地図記号を関連付けて読み取る力」の向上を図る。 

生徒たちは、既に小学校３年生で四方位、４年生で八方位について学習している。方位の指導に

おいて、「地図では上が北。右が東、左は西･･･」という基礎的な事項については理解しているが、

「Ａ地点から見たＢ地点の方位は…」という問いに対して、「Ｂ地点は右の方に･･･」「上の方に･･･」

といった生徒の答えを耳にすることがある。これは、明らかに表現の誤りであり、生徒には、正し

く方位で表現するようにと、注意を促すことが大切である。さらに、これを繰り返し指導し、地図

記号と関連付けて方位を示したり、読み取ったことを記述したり、解釈したものを説明したりする

学習活動に発展させ、「方位と地図記号を関連付けて読み取る力」の育成につなげていくべきであ

る。身に付けた知識を地図上の情報と関連付け、活用する活動が重要であろう。 

 

２ 地理的分野だけでなく歴史的分野においても、積極的に地図を活用する。 

歴史的分野の学習においても、教科書等で地名が出てきた際には、地図帳で調べさせたり、略地

図などを描かせたり、位置関係などを確認させることで、地図に関する技能やその事象に関する理

解を深めさせることができる。これは、地理的な要因との関連をもたせることや、多面的・多角的

な見方や考え方を養うことにつながる。また、教室に様々な縮尺の地図を置いたり、日常的に地図

の活用を図ったりすることは、生徒の関心を高めるための工夫につながると考える。 

中学校第１学年 「小学校での既習事項との系統性」 
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【特徴的な問題】 

２ 

 

地図３は省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、世界の地理的認識を深める際に必要とされる、世界地図の活用に関する基礎的な知識や

技能が身に付いているかをみるために出題した。 

これらの力は、「平成２６年度さいたま市学習状況調査」での継続してみられる課題において、「目

的に応じた地図を活用する力が不足している」と挙げられており、２（５）のメルカトル図法以外の

地図の特徴に関する問題については、経年で比較する問題として作成した。また、２（６）のアメリ

カ合衆国のある都市の位置の表し方に関する問題については、地球上の位置を緯度と経度を用いて表

すことができるかをみるために作成した。 

 

指導のポイント 

１ 地球儀と地図の基礎的な知識を確実に定着させる。 

  「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラムの推進 

の視点からも、小学校での既習事項と関連させた指導 

が求められる。例として、まず、小学校５年生で学んだ地球儀の基礎的な知識を確認し、地球儀と

地図を見て、右上の＜例１＞にあるような経線と緯線の引き方の違いを調べさせる。さらに、地球

儀を利用し、世界のある都市の位置の表し方や方位、最短ルートを調べさせる活動を行う。 

 

２ 地球儀と地図の特色を理解し、空間認識を養わせる。 

比較や考察、気付いたことの意見交換などの作業的・ 

 体験的な活動により、言語活動の育成につなげていく。 

まず、地図は地球儀と異なり、全ての情報を正しく描い 

た地図はないことを確認させ、右上の＜例２＞のような 

様々な図法の白地図を用意し、赤道と本初子午線を着色させる。そして、それぞれの地図の利点や

問題点を自分の言葉で表現する活動により、用途によって地図を使い分ける力を身に付けさせる。 

中学校第１学年 「地理的分野（世界の地域構成）」 

「小学校での既習事項との系統性」② 

＜例１＞ 経線と緯線の引き方の違い 

・必ず北極と南極を通るのは、どちらか。 

・長さが同じなのは、どちらか。 

・線が平行に引かれているのは、どちらか。 

＜例２＞ 様々な図法の地図 

・経線、緯線が直角に交わる地図 

・面積が正しい地図 

・中心からの距離や方位が正しい地図 
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【特徴的な問題】 

３ 

 

出題の趣旨 

 本問題は、世界各地の人々の生活の様子とその変容を、衣食住や宗教とのかかわりを中心に、自然

及び社会的条件を関連付けて考察し、世界の人々の生活や環境の多様性について理解しているかどう

かをみる問題として出題している。 

 これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、「知識と資料を読み取った結果を結び付け

て考察する力が不十分」であること、「文章で表現する問題の無解答率が高い」ことが継続してみられ

る課題とされていることを受けて設定した問題である。また、気温と降水量のグラフの読み取りにつ

いては、これ以後の地理的分野の学習内容を進めていく上でも、おさえるべき基礎的・基本的な知識

や技能であること、さらに、このグラフと地図や写真、イラスト等を関連付けた問題については、こ

こ数年続けて出題しているという経年の変化をみる視点も踏まえて作成した。 

 

指導のポイント 

１ 資料の読み取り方の視点を身に付けさせる。 

まず、３（３）の資料１について、建材や窓の大小、床下の高さの他、周りの植物の植生等に着

目させる。そして、資料２については、①年平均気温を基に、気温の高い時期や低い時期はいつか、

②降水量から、雨の多い時期や少ない時期、年間降水量はどのくらいか、等に着目させる。初めは、

それぞれの資料から読み取った内容を短文で表現させる学習活動を取り入れ、さらに、複数の資料

の比較や関連付けにつなげるようにする。このような場面を、計画的・継続的に位置付けることで、

資料を正しく読み取る技能を高めるとともに、説明する活動への抵抗感を払拭できると考える。 

 

２ 多様な学習活動を通して、社会的な思考力・判断力・表現力の育成を図る。 

世界各地の気候を取り扱う際には、世界地理の学習への興味・関心が高められるように、各種の

視聴覚教材を活用する。また、統計資料を基に、様々な地域の気温と降水量のグラフをノートに書

かせたり、それを比較させたり、考察させたりする活動も効果的である。さらに、ペア学習やグル

ープ学習を計画的に実施し、気付いたことを意見交換したり、アドバイスをしたりする学び合いや

伝え合いの活動を通して、言語活動の充実を図っていきたい。 

中学校第１学年 「地理的分野（世界各地の人々の生活と環境）」 
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【特徴的な問題】 

４ 

 

出題の趣旨 

本問題は、中学校の歴史的分野の導入である「年代の表し方や時代区分」について、小学校での人

物や文化財に重点をおいた学習との円滑な接続が図られ、基本的な事項が理解されているか、その後

の学習にて年表を用いた継続的・計画的な指導が進めてられているかをみる問題として出題している。 

 これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、「歴史学習の基礎となる年代の表し方や、

時代区分についての理解が不足している」ことが継続して課題となっていることを受けて作成した問

題である。 

 

指導のポイント 

１ 歴史学習の導入として、小学校での既習事項を活用し 

た年表作成などの作業的な学習を設定する。 

中学校では、人物中心に学んだ小学校の歴史学習に串 

を通すイメージで時代の流れを学習させるとともに、扱 

う内容や活動の仕方を工夫し、生徒に歴史を学ぶ意欲を 

高めさせていきたい。なお、「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラムでは、時代を大観する作

業的な学習の例として、右の＜例＞のような年表のテーマ名を挙げている。 

 

２ 「年代の表し方や時代区分」の学習を、各時代の学習において計画的・継続的に進める。 

  年表には「０年」という概念がないこと、「１～１００」のまとまりを「１世紀」とすること等、

年代の表し方の基礎を定着させ、繰り返し学習させることが大切である。また、各時代の学習にお

いては、時代区分やその移り変わりに気付かせ、歴史を学ぶ意欲を高めるような指導が求められる。 

歴史学習の導入で習得させたい基礎的・基本的な内容 

＜年代の表し方＞ 

・西暦（紀元前・紀元後）、世紀（紀元前・紀元後）、日本の年号（元号）について理解させる。 

＜時代区分の方法＞ 

・政治の中心地によって、時代を大きく分ける方法（「平安時代」「鎌倉時代」「江戸時代」など）、

社会の仕組みの特徴によって、時代を大きく分ける方法（「古代」「中世」「近世」「近代」「現代」）

を理解させる。 

＜年表のまとめ方＞ 

 ・時系列で図式化し、まとめさせる。 

・日本の歴史の展開を、世界の動きと関連付けてまとめさせる。 

 ・歴史的事象を「政治の展開」「産業の発達」「社会の様子」「文化の特色」などに分類し、他の時

代との共通点や相違点に着目した上で、日本の歴史を大きくまとめさせる。 

 ・「歴史の転換点となるできごと」「歴史的事象と事象のつながり」「さいたま市の歴史に関わるで

きごと」などを取り上げてまとめさせる。 

中学校第１学年 「歴史的分野（歴史のとらえ方）」 

＜例＞ テーマ別年表の作成例 

・歴史を動かした人物でみた歴史の流れ 

・文化で活躍した人物でみた歴史の流れ 

・服装で見た歴史の流れ 

・建物で見た歴史の流れ 

・外国との関係でみた歴史の流れ 

・優れた芸術作品でみた歴史の流れ 
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ⅳ 中学校第２学年 

１ 調査問題【出題の趣旨】 

１ 

世
界
の
地
域
構
成
～ 

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「目的に応じた地図を活用する力」

や「知識と資料を読み取った結果を結び付けて考察する力」など、継続してみられる課題を

受けて設定した問題である。 

今回は、正距方位図法とモルワイデ図法の地図の特徴を正しく理解しているかどうかをみ

る問題、地図中に示された都市や地域における世界の人々の生活の変化に関する問題、地図

上の地点の気温と降水量の正しいグラフを選択する問題等を出題している。なお、メルカト

ル図法以外の地図の特徴に関する問題、世界の人々の生活や環境の多様性の理解に関する問

題については、経年での変化をみるために、過去の出題内容や今年度の中学１年生における

出題内容との系統性が図られている。 

２ 

世
界
の
諸
地
域 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「知識と統計資料を読み取った結果

を結び付けて考察する力が不十分である」という、継続してみられる課題を受けて設定した

問題である。また、文章で表現する問題に対する無解答率が高い傾向がみられることも踏ま

え、本設問を作成した。 

 今回は、地図と地下資源の国別生産割合の資料に基づいて鉱産資源名を解答する問題、基

礎的・基本的な知識を基に、アフリカの人口問題に関係する資料を選ぶ問題、アメリカの農

業の特徴に基づく資料に関する問題、ブラジルの輸出品の変化についての資料から、自分の

言葉でまとめる問題を出題している。 

３ 

日
本
の
地
域
構
成
～ 

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「知識と統計資料を読み取った結果

を結び付けて考察する力」や「目的に応じた地図を活用する力」が課題とされていることを

受けて設定した問題である。 

今回は、北陸新幹線の路線図が書かれた中部地方の地図を基に、気温や降水量のグラフ、

統計資料等と合わせて、小学校で学習した都道府県の名称や位置等の知識の定着を図る問

題、国内の産業や気候の特色、東半球にある日本と西半球にある都市との時差を計算する問

題、世界と比較して日本の河川の特徴を導き出す問題等を出題している。単なる基礎的・基

本的な知識を問う問題に限らず、資料から読み取った内容を活用して解答を導き出すような

問題を出題した。 

４ 

原
始
～
中
世
の
日
本 

本問題は、各時代の政治や文化、歴史上の人物、民衆の生活の様子等に関するまとめを通

じて、主に、原始から中世までの日本の歴史に関する基礎的・基本的な内容についての理解

とともに、歴史的事象に対する思考力・判断力・表現力を見るために出題した。 

今回は、各時代の特色を表す文章と資料が書かれた４枚のカードを基に、年代の古い順に

並べ替える問題、それぞれの時代の歴史的事象にかかわる展開や背景について、資料ととも

に考察する問題を出題している。 

５ 

古
代
～
近
世
の
日
本 

本問題は、過去のさいたま市学習状況調査において、「各時代の特色をとらえ、我が国の

歴史の大きな流れを理解すること」や、「歴史学習の基礎となる年代や世紀の表し方につい

て理解すること」が課題として挙げられていることを受けて設定した問題である。 

今回は、古代から近世の日本の歴史に関する略年表を基に、政治の展開や社会の様子、文

化の特色等について、資料とともに考察する問題、略年表を参考にして年代や世紀の表し方

を問う問題を出題している。 
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市 市

基
礎
問
題

活
用
問
題

社
会
的
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

正
答
率
（

％
）

無
解
答
率
（

％
）

1(1) ○ ○ ○ 62.0 0.4

1(2) ○ ○ ○ 86.0 0.4

1(3) ○ ○ 41.4 0.4

1(4) ○ ○ 73.2 0.5

1(5) ○ ○ ○ 43.7 0.7

2(1) ○ ○ 46.0 0.6

2(2) ○ ○ ○ 55.3 0.6

2(3) ○ ○ 64.1 1.5

2(4) ○ ○ ○ ○ 33.4 17.8

3(1) ○ ○ 78.1 0.6

3(2) ○ ○ 55.9 5.1

3(3) ○ ○ 74.5 4.3

3(4) ○ ○ ○ 58.8 2.6

3(5) ○ ○ ○ 71.4 6.1

4(1) ○ ○ ○ 63.1 0.9

4(2) ○ ○ 31.6 1.2

4(3) ○ ○ ○ 70.1 1.1

4(4) ○ ○ ○ 64.0 2.5

4(5) ○ ○ ○ 38.1 20.7

5(1) ○ ○ 48.9 2.0

5(2) ○ ○ 52.0 5.2

5(3) ○ ○ ○ 19.5 1.8

5(4) ○ ○ ○ 65.3 1.8

5(5) ○ ○ ○ ○ 47.1 2.9

5(6) ○ ○ 22.5 13.9

西暦と世紀の関係を理解している。

鎌倉時代の民衆の生活の様子を理解している。

室町幕府が開かれた場所を理解している。

桃山文化の特徴とその時代の代表的な文化財の
組合せを、正しく選択することができる。

サヘルと呼ばれる地域の気候と、そこに暮らす
人々の生活の変化について理解している。

南半球の温帯の気候の特色を理解し、その都市
を示す雨温図を正しく選択することができる。

サウジアラビア、アメリカで多く産出する鉱産
資源を理解している。

資料を基に、日本の河川の特徴を説明すること
ができる。

資料を基に、ブラジルの産業の変化を説明する
ことができる。

地図を基に、北陸新幹線が通過しない都道府県
の名称を選択することができる。

日本の果樹栽培の盛んな県を理解している。

日本海側の気候の特色を理解している。

東半球にある日本と西半球にあるロサンゼルス
との時差を求めることができる。

アフリカの人口問題に関連する資料を正しく選
択することができる。

原始から中世の歴史的事象を、年代の古い順に
並べ替えることができる。

正距方位図法の見方を理解している。

モルワイデ図法の特徴を理解している。

二つの資料から、アメリカの農業の特色を読み
取ることができる。

徳川家康によって行われた貿易の振興について
理解している。

鎌倉時代に広まった仏教について理解してい
る。

聖徳太子によって整えられた政治制度について
理解している。

稲作文化が広まった頃と同じ時代の文化財を理
解している。

聖武天皇が大仏を建立した理由を、時代背景と
ともに説明することができる。

中世という時代区分について理解している。

設問番号 設問のねらい

問題

地図上の本初子午線と赤道の位置を理解してい
る。

評価の観点

２　調査問題一覧表【設問別】
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３ 特徴的な問題と解説 

 

 

【特徴的な問題】 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

本問題は、世界地図で示されたＤの国であるブラジルの輸出品の変化を表す資料について、年代に

よる変化やその地域の産業の特色を読み取る力とともに、読み取った結果を適切に表現することので

きる力をみるために出題した。 

これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、「知識と統計資料を読み取った結果を結

び付けて考察する力が不十分である」という課題が継続してみられること、また、文章で表現する問

題に対する無解答率が高い傾向がみられることから、本問題を作成した。 

 

指導のポイント 

１ 統計資料を読み取るために必要な基礎・基本を定着させる指導を行う。 

まずは、帯グラフが「割合や割合の変化を見る」グラフであること、そして、表題とともに上下

の２つのグラフが何を表しているのかを把握させる。その上で、大きな割合を占めている項目や、

大きく割合が増えたり減ったりしている項目に着目し、変化の特徴を読み取らせる。その際には、

ＩＣＴ機器を活用して、視覚的にとらえさせる等の指導方法の工夫も効果的である。 

 

２ 多様な学習活動を取り入れ、資料を活用して適切に表現する能力を育てる。 

 各種の統計資料を基に、実際にワークシートや白地図等に着色し、グラフを作成させる作業的な

学習や、資料を読み取って自分の考えをまとめる活動では、個人で考えるだけでなく、小グループ

で話し合ったり、お互いにまとめた内容を発表したりする等、計画的に多様な学習活動を取り入れ

ることで、言語活動の充実を図ることができる。 

中学校第２学年 「地理的分野（世界の諸地域）」 
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【特徴的な問題】 

３ 

 

 

 

 

資料３は省略   

 

出題の趣旨 

 本問題は、資料から必要な情報を的確に読み取る力や、読み取ったことを関連付けて考える力を見

るために出題した。 

 これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、継続してみられる課題である。また、「さ

いたま市小・中一貫教育」カリキュラムにおける「円滑な接続のための指導のポイント」では、「統

計資料の活用の仕方」が示されており、授業での問題解決的な学習を展開する上でも大切な力である

ため出題した。 

 

指導のポイント 

１ 統計資料と地図を関連付けて考えさせる。 

  ３（２）では、まず、地図１から北陸新幹線のルート 

となっている都道府県を読み取り、 Ｘ には、東京都、 

埼玉県、群馬県、長野県、新潟県、富山県、石川県のい 

ずれかが当てはまることを確認させる。 

次に、資料１から、 Ｘ には果樹栽培がさかんな都 

道府県が当てはまることをおさえ、さらに、果樹栽培が 

さかんな地域には、盆地や扇状地などの自然的条件が見 

られることにも着目させる。 

  そして、この二つの資料から読み取ったことを関連付 

 けて、解答を導き出す。授業においては、どのような視 

点で資料を読み取るのかを明確に指導する必要がある。 

 

２ グラフを読み取り、説明させる。 

 ３（５）では、まず、資料３が、河川の標高を縦軸で、 

河口からの距離を横軸で表したグラフであることをおさ 

え、縦軸と横軸のそれぞれについて、日本と世界の河川 

の違いを読み取らせる。それと同時に、問題文には「川 

の長さと流れに触れて説明する」という指定された条件 

があることを把握させる。 

さらに、文末表現にも着目したい。普段の授業におい 

ては、特徴を述べるのか、理由を述べるのか等、問われ 

れ方によって、どのような文末表現になるのかを指導し、 

言語活動の充実を図るべきである。 

資料１  農作物の統計資料 

  

中学校第２学年 「地理的分野（世界と比べた日本の地域的特色）」 

地図１  北陸新幹線ルート 
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【特徴的な問題】 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、各時代の政治や文化、歴史上の人物、民衆の 

生活の様子等に関するまとめを通じて、中世までの日本の 

歴史に関する基礎的・基本的な内容を理解させるとともに、 

歴史的事象に対する思考力・判断力・表現力を見るために 

出題した。 

これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、継続して見られる課題であり、４（５）

の聖武天皇に関する問題については、経年比較の問題として作成した。文章で表現する問題の無解答

率は、上の表のようにやや減少しているものの約２割と高い傾向が見られる。なお、歴史的分野にお

ける、カードに書かれた文章や資料について年代の古い順に並べ替える問題や、歴史的事象について

文章で表現する問題は、毎年、埼玉県公立高等学校入学者選抜における学力検査問題でも問われる出

題形式である。 

 

指導のポイント 

○ 言語活動の充実を図る学習活動により、各時代の特色や他の時代との関連付けを意識させる。 

学習した内容を活用し、自分の言葉や図で表現する活動や、発表や意見交換を行う活動を年間指

導計画に位置付け、計画的・継続的に指導を行う。特に、人物を重視した小学校での歴史学習を踏

まえて、時代を大観し表現する力を養うとともに、学習内容のより確かな理解と定着を図ることが

大切である。具体的には、歴史上の人物にスポットを当てた歴史的事象のまとめや人物相関図、年

表づくりなどの作業的な学習、適切な 

課題を設けて単元ごとにまとめを行う 

課題解決的な学習などが挙げられ、時 

代の共通点や相違点に気付かせるとと 

もに、歴史を学ぶ意欲を高めさせるよ 

うな指導が求められる。なお、自分の 

言葉でまとめることが難しい場合は、 

文章を書くことに抵抗感をもたせない 

工夫として、空欄の穴埋めから始める 

など、スモールステップを踏むのも効 

果的であろう。 

中学校第２学年 「古代までの日本～近世の日本（テーマ史）」 

カードＡ 

一遍の踊念仏 

カードＢ 

聖徳太子の政治 

カードＣ 

稲作文化の広まり 

カードＤ 

東大寺の大仏 

（画像等一部省略） 

４（５）の過去３年間の無解答率 

平成２４年度 ２１．２％ 

平成２５年度 ２２．３％ 

平成２６年度 １９．６％ 

 

その時代の特色ある

出来事を取り上げ、イラ

ストで表現している。 

その時代の特色ある

出来事について説明し、

どのように社会の仕組

みが変化していったの

かを記述している。 
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【特徴的な問題】 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 

 本問題は、５（１）では、社会の仕組みの特徴によって時代を大きく分けた場合の時代区分につい

て、５（２）では、世紀と西暦の関係の基礎的な知識や理解についてみるために出題した。 

これらの力は、過去のさいたま市学習状況調査において、「歴史学習の基礎となる年代や世紀の表

し方についての理解が不足している」という課題が示されており、今回は、同様の問題を中学校１年

生においても作成し、経年の比較だけでなく学年ごとの理解度の比較を行うこととした。 

なお、歴史的分野における、年表を基に、政治・経済・外交などの各分野についての基礎的な知識

や歴史の大きな流れを広い視野からとらえる力を見る問題は、毎年、埼玉県公立高等学校入学者選抜

における学力検査問題でも問われる出題形式である。 

 

指導のポイント 

１ 年表を活用する場面を設定し、基本的な知識や技能を計画的・継続的に身に付けさせる。 

時代区分や西暦と世紀の関係は、繰り返し取り上げることで知識の定着を図ることができる。具

体的には、毎時間の授業において、黒板への板書やＩＣＴ機器を活用した年表の提示により、年代

の表記、時代区分、西暦と世紀の表し方等の基本的な事項を理解させる。また、教科書の各ページ

の右側に記載されている「確認」を書かせる活動を継続的に行うことも、その時代の特色を理解す

ることにつながるであろう。 

 

２ 単元のまとめにおいて、その時代の特色を年表でまとめる作業的な学習を行う。 

自作年表に取り組ませることは、思考力・判断力・表現力を養うとともに、学習内容のより確か

な理解と定着を図ることにつながる。日本の歴史を大きくとらえさせるために、世界の動きと関連

付け、政治の展開だけではなく、産業の発達、社会の様子、文化の特色など、他の時代との共通点

や相違点に着目し、それぞれの時代の特色を明らかにするとよい。 

中学校第２学年 「歴史的分野（古代～近世の日本）」 
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Ⅲ 調査結果概況【市全体】

小学校第５学年【社会】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

正答数ごとの人数の割合を示したものです。
例えば、２０問中１４問正答した児童の割合が８．０％
程度であることを表しています。

（正答数）

（人数の割合）

小学校第６学年【社会】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２０問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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中学校第１学年【社会】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

中学校第２学年【社会】

【領域別レーダーチャート】【正答数分布】（全２５問）

（正答数）

（人数の割合）

数字・・・市の平均正答率（％）

数字・・・市の平均正答率（％）
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Ⅳ 成果と課題 

（１）小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○お客さんの願いとスーパーマーケットの工

夫との関連、事故が起きた際の関係諸機関の

連携に関する資料を読み取る問題で正答率

が高く、良好な状態である。見学、体験的活

動や資料の読み取りを基にした話合い活動

の充実がうかがえる。 

○索引記号と地図上の位置を結び付けること

はよくできている。地図帳や地球儀の活用を

一層図りたい。 

○「都道府県別米の生産量の分布図」や「元軍

との戦いの絵図」を読み取る問題の正答率が

高い。授業においても、全体や細部を読み取

らせたり、比較させたりするための提示の仕

方や発問をさらに工夫していくとよい。 

○経年比較のため出題している「二つの地図を

関連付けて考え、埼玉県の様子を読み取る」

問題では、正答率が昨年度より１０％以上、

上回っている。適切な資料の選択と読み取

り、位置関係のとらえ方に改善がみられる。 

＜課題＞ 

▲方位に関して身に付けた知識を活用する問

題に課題がみられる。身に付けた知識を活用

して地理的位置などを表現する活動を様々

な単元で充実させる必要がある。 

▲資料から情報を読み取る技能に継続して課

題がみられる。グラフの種類に応じた読み取

り方、複数のグラフや地図とグラフなど種類

の異なる資料を関連付けた読み取り方など

を具体的に指導していくことが大切である。 

▲文章で表現する問題について課題がみられ

る。分かったことや考えたことについて根拠

を示しながら説明できるようにする指導を

日頃から行うことが大切である。 

▲「北方領土」や歴史上の人物名などの用語・

語句を記述で解答する問題の正答率が低く、

かつ無解答率が高い。基礎的な知識について

は、図や表に整理したり、授業の中で繰り返

したりして、確実に身に付けるよう指導して

いくことが求められる。 

＜成果＞ 

○「世界の主な国々の名称と位置や地域区分」

「都道府県名」「時代名」など、地理学習や

歴史学習の基礎的な用語に関する問題は正

答率が高い。授業で繰り返し扱われることの

多い用語についての基礎的・基本的な知識の

定着は図られている。 

○小学校でも扱われている「日本の漁業の変

化」や「日本の河川の特徴」に関する資料を

読み取る問題では、正答率が７０％以上であ

った。1つの資料に関して必要な情報を正し

く読み取る技能については、身に付いている

生徒が多いといえる。 

○経年比較のため出題している「中世」の時期

を年表中から選ぶ問題では、昨年度より正答

率が約１５％上回る結果となった。時代の区

分やその移り変わりについて、小学校におけ

る学習を踏まえて、扱う内容や活動の仕方を

工夫するとともに、継続的・計画的な指導を

より一層進めることが求められる。 

＜課題＞ 

▲「緯度と経度」「朱印船貿易」など用語の記

憶だけでなく、類似する用語と混同せずに正

しい概念の理解が必要となる問題では、正答

率が低い。学んだことを説明したり、自分の

言葉で表現する言語活動を充実させること

により、学習内容の着実な理解を図りたい。 

▲ブラジルの産業の変化を複数の帯グラフか

ら読み取る問題、大仏造営の理由を時代背景

とともに説明する問題など、文章で答える問

題は無解答率が高く、課題がみられた。複数

の資料を関連付けたり、基礎的・基本的な知

識や技能を活用してまとめる学習を工夫し、

書くことに慣れさせることが必要である。 

▲小学校の復習では、同時代に活躍した人物の

多い「江戸時代末期～明治期の歴史上の人物

の業績」や公民的分野の「日本国憲法の基本

的な原則」の問題、また、中学校で新たに学

ぶ学習内容では、「目的に応じた地図の活用」

「西暦と世紀の関係」「中世以降の民衆の動

きや文化」の問題において課題がみられた。 
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